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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

（注）26年３月期第１四半期より連結財務諸表を作成しているため、25年３月期第２四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）26年３月期第１四半期より連結財務諸表を作成しているため、25年３月期の数値については記載しておりません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 205 ― △29 ― △29 ― △21 ―
25年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △21百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △5,538.23 ―
25年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 403 379 94.0 96,255.50
25年3月期 ― ― ― ―
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  379百万円 25年3月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 2,000.00 2,000.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 2,000.00 2,000.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期(累計）の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に
関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
 なお、26年３月期第１四半期より連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 600 ― 30 ― 30 ― 16 ― 4,062.98



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧下さい。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧下さい。  
  

※  注記事項

新規 1社 （社名） 栄光信息技術（青島）有限公司 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 3,938 株 25年3月期 3,938 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q ― 株 25年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 3,938 株 25年3月期2Q 3,407 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善に伴う個人消費や投資の増加に牽引され、景

気が緩やかに回復しつつあります。また、引き続き海外景気の下振れというリスクが存在するものの、輸出の持ち

直し、各種政策の効果が発現する中で、家計所得や投資の増加傾向が続き、景気回復が確かなものとなると見られ

ます。  

 当業界におきましては、このような状況下、依然として企業の効率化、省力化への動向は継続しており、今後、

事業再構築の手段として、または災害等のリスク回避の手段としてアウトソーシングのニーズはより一層高まって

いくと考えております。 

 そこで当社グループ（当社及び連結子会社）は、経営方針にある「お客様への価値あるサービスの提供」とし

て、顧客企業に対し給与計算に係る人材、時間等の経営資源をより価値の高い本来業務へ転換していただくことに

よるコストの削減、顧客企業内からの個人情報漏洩への対策等企業リスクの観点から、給与計算アウトソーシング

の提案を行ってまいりました。同時に給与計算に付随するシステム開発という付加価値サービスの提案を行ってま

いりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績については、売上高は205,304千円、営業損失は29,778千

円、経常損失は29,686千円、四半期純損失につきましては、21,809千円となりました。 

 当社グループはペイロール事業の単一セグメントであるため、セグメント区分を行っておりません。この単一セ

グメントであるペイロール事業の業績は次のとおりであります。 

 当第２四半期連結累計期間については、前事業年度に引き続き既存顧客との関係強化を行うとともに、主に首都

圏・関西圏での積極的な営業活動に取り組んでまいりました。また、前事業年度において売上原価増加の原因とな

った給与計算業務及び住民税・年末調整業務の作業工程の改善に注力いたしました。その結果、ペイロール事業の

売上高は205,304千円、売上総利益は54,387千円となりました。 

 なお、当社は平成25年５月、日本での現在及び将来のアウトソーシングサービスの事務作業量拡大に対応するこ

と及び中国を将来的に新たなマーケットとして開拓することを目的として、中国山東省青島市に100％子会社の栄 

光信息技術（青島）有限公司を設立いたしました。 

 また、当社グループは第17期第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同

期との比較分析は行っておりません。 

   

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は330,451千円となりました。主な内訳は現金及び預金278,204千

円、売掛金34,824千円、繰延税金資産11,241千円であります。固定資産は72,654千円となりました。主な内訳は有

形固定資産20,351千円、無形固定資産37,749千円であります。 

 この結果、総資産は403,105千円となりました。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は23,963千円となりました。主な内訳は買掛金6,007千円、未払

金6,592千円、その他の流動負債10,276千円であります。 

 この結果、負債合計は24,051千円となりました。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は379,054千円となりました。主な内訳は資本金243,120千円、

資本剰余金78,096千円、利益剰余金57,143千円であります。 

 この結果、自己資本比率は94.0%となりました。 

 なお、第17期第１四半期連結会計期間から四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同期との比較分析

は行っておりません。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成25年８月12日に発表しました平成26年３月期（平成25年４月１日～平成26年３月31日）通期の連結業績予想

に変更はございません。  

 なお、将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第17期第１四半期連結会計期間において、栄光信息技術（青島）有限公司を新たに設立したため、連結の範囲に

含めております。    

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 278,204 

売掛金 34,824 

繰延税金資産 11,241 

その他 6,564 

貸倒引当金 △384 

流動資産合計 330,451 

固定資産  

有形固定資産  

工具、器具及び備品（純額） 16,857 

その他（純額） 3,493 

有形固定資産合計 20,351 

無形固定資産  

ソフトウエア 37,749 

無形固定資産合計 37,749 

投資その他の資産  

投資有価証券 6,154 

その他 8,399 

投資その他の資産合計 14,553 

固定資産合計 72,654 

資産合計 403,105 

負債の部  

流動負債  

買掛金 6,007 

未払金 6,592 

未払法人税等 1,086 

その他 10,276 

流動負債合計 23,963 

固定負債  

繰延税金負債 88 

固定負債合計 88 

負債合計 24,051 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 243,120 

資本剰余金 78,096 

利益剰余金 57,143 

株主資本合計 378,360 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 162 

為替換算調整勘定 531 

その他の包括利益累計額合計 693 

純資産合計 379,054 

負債純資産合計 403,105 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 205,304 

売上原価 150,916 

売上総利益 54,387 

販売費及び一般管理費 84,166 

営業損失（△） △29,778 

営業外収益  

受取利息 96 

業務受託手数料 363 

その他 186 

営業外収益合計 646 

営業外費用  

為替差損 554 

営業外費用合計 554 

経常損失（△） △29,686 

特別損失  

受託業務補償負担金 2,194 

特別損失合計 2,194 

税金等調整前四半期純損失（△） △31,881 

法人税等 △10,071 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △21,809 

四半期純損失（△） △21,809 
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △21,809 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 158 

為替換算調整勘定 531 

その他の包括利益合計 689 

四半期包括利益 △21,119 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △21,119 

少数株主に係る四半期包括利益 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △31,881 

減価償却費 10,651 

売上債権の増減額（△は増加） 14,435 

営業債務の増減額（△は減少） △83 

前払費用の増減額（△は増加） △3,585 

未払金の増減額（△は減少） △3,042 

未払費用の増減額（△は減少） △1,512 

未払消費税等の増減額（△は減少） △645 

その他 △2,564 

小計 △18,227 

利息及び配当金の受取額 101 

法人税等の支払額 △358 

法人税等の還付額 1,119 

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,364 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △5,328 

無形固定資産の取得による支出 △426 

敷金及び保証金の差入による支出 △2,934 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,688 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △7,834 

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,834 

現金及び現金同等物に係る換算差額 531 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,357 

現金及び現金同等物の期首残高 311,561 

現金及び現金同等物の四半期末残高 278,204 
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  該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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